






要約:福井県における3年目の Wilson 病マススクリーニングを行った。平成 7年度は 4239

検体について検査し、ホロセルロプラスミン値は 7.8±3.5mg/dl であったが、年の前半と

後半で平均値・分布に差か生じた。低値を示した検体については再検し、前半は 1.8mg/dl、

後半は 1.5mg/dl を下回るものを再採血の対象とした。2 例がこれに該当したため近々再

採血の予定である。1993 年度からの総計では、9805 検体を検査し、今までのところ Wilson

病患者は pick-up できていない。測定値はどの年度もほぼ同様の分布を示し、他施設に比

較して低い傾向があった。同一の検体においても、測定時による値のばらつきが目立った

ため、当科における CV 値を検討してみたところ、intra-assay CV は 11.6～27.2%、

inter-assay CV は 19.4%であった。低濃度のサンプルにおいては更に CV 値が大きく、ホ

ロセルロプラスミン値が生理的に低値である新生児で実際に検査を行っていくにあたって

は、それぞれの測定値の評価には慎重を要すると考えられた。


